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長寿医療研究開発費 平成２８年度 総括研究報告 

 

コミュニケーションで認知症は予防できるのか：ビッグデータを活用した解析研究（27—18） 

 

主任研究者 斎藤 民 国立長寿医療研究センター老年社会科学研究部 室長 

 

 研究要旨 

  本プロジェクトでは、２つの異なるビッグデータを用いた長期縦断的観察研究と、そ

れぞれのデータに整合性を持たせた評価指標を用いた交流型介入研究から、認知機能低下

に重要な社会関係要因を明らかにしすることを目的とした。平成 28 年度は、1)日本老年

学的評価研究（JAGES）プロジェクトによるコホートデータを用いて、認知症を伴う要介

護発生をアウトカムとする解析を実施、2)２つの介入研究においてそれぞれデータ構築と

本実験準備を実施、3)NILS-LSA の解析データ構築準備を実施した。JAGES コホートデ

ータ解析から、認知症を伴う要介護発生リスク軽減に有効な可能性のある 5 つの社会関係

要因を特定した。そのうち地域のグループ活動参加やソーシャル・サポートについてより

詳細に検討し、女性におけるスポーツのグループへの参加やサポートの授受が認知症予防

につながる可能性を明らかにした。引き続き慎重に検討を行うとともに、来年度は社会関

係の変化との関連について NILS－LSA データの多時点データを用いた解析を行う予定で

ある。また 2 つの介入研究についても来年度に解析を実施し、地域において有用なプログ

ラムのあり方を検証する予定である。 
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Ａ．研究目的 

 高齢者は身近な地域や家庭内での社会生活がほとんどを占め、日々の他者との関係や家
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庭内外での役割、地域活動への参加等社会関係要因が認知機能維持に関与する可能性があ

る。しかしどのような社会関係要因が認知機能低下や認知症発症予防に有効であるのかに

ついてのエビデンスは未だ十分とはいえない。本プロジェクトでは、２つの異なるビッグ

データを用いた長期縦断的観察研究と、それぞれのデータに整合性を持たせた評価指標を

用いた交流型プログラムによる介入研究から、コミュニケーション等の社会関係要因と認

知機能との縦断的関連を検討し、今後地域で展開すべき認知症予防のための支援策を提言

することを目的とした。すでに H27 年度には、1) 日本老年学的評価研究（JAGES）プロ

ジェクトにおけるコホートデータの構築と解析からいくつかの知見を得た。例えば認知症

を伴う要介護の発生に男性における就労と女性における地域のグループ活動参加が関与す

る可能性を明らかにした(Saito-Kokusho, ほか, 2016)。また 2) 地域における交流型プロ

グラムの認知症予防効果を把握するため、当該地域における悉皆調査を実施、さらに 3) 

肯定的コミュニケーションを用いたプログラムの認知症予防効果を明らかにするための文

献レビューを実施した。H28 年度は、1) JAGES コホートデータを用いた昨年の解析結果

をもとに社会的活動性、ソーシャルネットワークおよびソーシャルサポートと認知症との

関連をより詳細に検討した。また更なる縦断データ構築のために JAGES2016 調査を実施

した（斎藤, 近藤, 村田, 白井, 佐々木）。2) 地域における交流サロン事業の予備的評価の

成果報告（斎藤, 村田, 鈴木）および縦断パネルデータの構築作業を行った。3) 肯定的コ

ミュニケーションに基づくプログラムの実現可能性評価と本実験実施準備 (石原、斎藤)を

行った。4) NILS-LSA データの構築準備作業（大塚, 西田, 斎藤）を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

1. JAGES データの分析 

 以下の 2 つのコホートデータを解析に用いた。1)全国 30 自治体の 65 歳以上男女のう

ち、要介護認定非該当の者のみを対象とした JAGES2010 調査データについて、24 市町の

協力を得てその後最長 3.7 年間の間の要介護認定および介護保険賦課データを突合したコ

ホートデータセット（82063 名）、2) 愛知県内 10 自治体に居住する 65 歳以上の要介護認

定非該当男女に実施した愛知老年学的評価研究（AGES）2003 調査データに 9.4 年間の要

介護認定および介護保険賦課データを突合したコホートデータセット（15313 名）を解析

対象とした。 

 

2. 地域における交流プログラムの縦断データ構築 

 愛知県名古屋市内の大規模団地において、2015 年 12 月、65 歳以上男女全 895 名を対

象に質問紙調査を実施している（有効回収 643 名）。この調査は 2012 年に同地区において

実施された質問紙調査と質問項目に整合性を持たせており、突合が可能である。そこで本

年度はこれら 2 つのデータを突合した縦断データセットを構築した。これにより、交流プ

ログラム前後の変化を把握することが可能となった。 
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3. 肯定的コミュニケーションに基づくプログラムの実施準備 

 少数例（7 名）を対象としたプログラムの実施可能性を検討し、これを踏まえプログラ

ム内容、研究デザイン、対象者の選定条件および評価項目を確定した。 

 

4. NILS-LSA データの構築準備 

 先行研究のレビューおよび NILS－LSA データの測定項目の確認を行い、評価項目や分

析方法を確定した。解析を行うためのデータセット構築を進めた。 

 

（倫理面への配慮） 

 すべての調査において「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に則って実施

した。また調査対象地域等との研究協定書を事前に取り交わしている。JAGES 調査につ

いては日本福祉大学「人を対象とする研究」に関する倫理審査委員会の承認を得て実施し

た。プログラム評価のための悉皆調査については、国立長寿医療研究センター倫理・利益

相反審査委員会の承認を得て実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

1. JAGES データの解析 

1) 認知症を伴う要介護発生に重要な社会関係要因の特定 

 JAGES2003-2013 コホートデータを用い、エンドポイントとして認知症（認知症日常生

活自立度 II 以上）を伴う要介護発生を設定した。昨年度に得た成果について追加検証した

結果、認知症を伴う要介護発生に重要な社会関係要因として就労、グループ活動参加、友

人との接触、家族との支援のやりとり、および配偶者の有無が特定された。さらにこうし

た社会関係の組み合わせについても検討を行ったところ、多様な社会関係を持つほど発生

リスクが低い傾向が認められた。解析成果を投稿準備中である。 

2) グループ活動参加頻度および活動内容と認知症を伴う要介護発生との関連 

 JAGES2003-2013 コホートデータを用い、グループ活動の詳細と認知症を伴う要介護発

生との関連を検討した。年齢や教育、所得、世帯構成、既往症（糖尿病・脳卒中）その他

の共変量を調整しても、女性では週 2 回以上の活動参加を行う人はほとんどしない人より

約 24％、スポーツの会・クラブに参加をする人は参加しない人より約 26％発生リスクが

低かった。一方男性ではそのような関連は認められなかった。解析結果を国際学会におい

て発表した。 

3) ソーシャルサポートの授受と認知症を伴う要介護発生との関連 

 JAGES2003-2013 コホートデータを用い、ソーシャル・サポートの受領と提供のバラン

スについて取り上げ、認知症を伴う要介護発生との関係について検討を行った。分析の結

果、9.4 年間の追跡期間中に 2,280 件（男性：936・女性：1,344）の新規の認知症認定を
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認めた。男性では、受領・提供の両方のサポートがある者に対して、受領サポートだけあ

り、提供サポートがない者で、認知症発症のリスクが高い傾向がみられた（HR：2.01, 

95%CI: 1.40-2.89）。女性では、受領・提供サポートの両方がある者に対して、受領サポー

トだけあり、提供サポートがない者、(HR:1.36, 95%CI:1.02-1.82)ならびに、受領・提供

の両方のサポートなしの者（HR:1.75, 95%CI:1.16-2.65）で認知症発症のリスクが有意に

高い傾向がみられた。 

4) コホートデータを用いた高齢者の要介護リスク要因の検討 

 JAGES2010-2013 コホートデータを用いて、高齢者の要介護リスク要因についての探索

的検討を行った。男女共にリスクを保有する該当者が 20％を超えていたものは、認知機能

低下、うつ、閉じこもりであった。この中間成果を JAGES 研究会で報告し、分析手法等

についてのフィードバックを得た。また、認知症のリスク要因である「うつ」をアウトカ

ムに、震災被災地で震災後の転居とうつ発生の関連についてサブ解析を実施した。震災後

に転居した高齢者の中で、仮設住宅に移動した人はうつ発生リスクが、転居しなかった人

より高い傾向を示した。解析結果を国際学会で発表した。仮設への転居によって、周囲と

のコミュニケーションに変化があった可能性もあり、今後、詳細な検証を行う。 

 

2. 地域における交流プログラムの縦断データ構築 

 2012 調査データで得られた 544 名のデータを整備し、2015 調査データとの突合可能性

を検討した結果、435 名を 2015 調査対象者として、さらに 342 名を 2015 調査回答者と

してデータに突合できることが明らかとなった。今後作成した縦断データを用いてサロン

への参加効果を非参加者との比較を通じて検証予定である。また昨年度に実施した、2015

年調査データに基づくサロン参加者の特徴についての予備的解析結果を国内学会において

発表した。 

 

3. 肯定的コミュニケーションに基づくプログラムの準備 

 文献レビューにより抽出した心理改善となる要素に基づき交流ブログラムの開発を行っ

た。軽度認知機能低下およびうつ傾向のある高齢者を対象にした予備調査の結果、満足度や

参加継続割合が高く、またプログラム中に負傷などの有害事象が生じないなど、実施可能性

が示された。これらも踏まえつつ、本実験準備について検討を行った。まず研究デザインは

パイロット無作為化対照比較試験とした。一次アウトカムについては、手段的日常生活動作

能力とした。抑うつ傾向を含む 65 歳以上 84 歳以下の一般高齢者男女を対象に現在実験実

施中である。終了次第、解析と成果報告を実施する予定である。 

 

4. NILS-LSA データの構築準備 

 社会関係要因と認知症および認知機能低下との関連についての文献をレビューした結

果、認知機能および社会関係要因の双方を多時点測定した研究は非常に少なく、これらの
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因果関係の推定が不十分であることが明らかとなった。また社会関係要因のうち社会活動

参加と社会的ネットワークの知見が比較的多いものの、認知症発症や認知機能低下との関

連において知見が一貫していないことも明らかとなった。これらを踏まえ、NILS-LSA デ

ータにおいて、知能変数と社会的ネットワークの双方を 3 時点以上で捉えた研究を実施す

ることとした。現在解析データセットを構築準備中である。 

 

Ｄ．考察と結論 

 JAGES データを用いた縦断解析から、認知症を伴う要介護発生リスクの軽減に有効な 5

つの社会関係要因を特定した。またこれらを組み合わせた多様な社会関係ほど発生リスク

が軽減されることを明らかにした。リスク軽減に有効な社会関係要因のひとつである地域

のグループ活動について、男女別に活動の詳細との関連を検討した結果、週 2 回以上の参

加やスポーツグループへの参加が女性における認知症発症リスクを軽減させる可能性が示

唆された。一方男性においてはそのような関連は認められなかった。さらにソーシャル・

サポートの多寡や質との関連を検討した結果、サポートを受けられるだけでなく、他者へ

のサポート提供・受領の両方を行う、助け合いの関係性が、認知症予防の観点からも重要

である可能性が示唆された。各社会関係要因の詳細について、引き続き性差を踏まえて慎

重に検討を行うことが必要と考えられる。また JAGES データでは社会関係の変化をとら

えられていないため、社会関係の変化との関連について NILS－LSA データの多時点デー

タを用いてより詳細な解析を行う予定である。一方、今年度は 2 つの介入研究の準備を予

定通り進めることができた。来年度には解析を実施し、地域において有用なプログラムの

あり方を検証する。 
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 なし 
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